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東亜同文書院生が記録した 90 年前の中国・青海の地域像

1. はじめに

昨年（2008 年） 8 月下旬、筆者ら（藤田、宮

沢哲男、安仁屋政武、 l挽敏、高木秀和）は科学

研究費と愛知大学 I. C. C. S. の研究費で中国

奥地の青海省を訪れるチャンスがあった。研究目

的は近年の西部開発とそれにかかわる環境変化の

研究であり、その報告は別稿に譲るが、それによ

り青海省の東部の一端を比較的広く巡検し、多く

の事象を観察することができた。西部開発にとも

ない、省都西寧のいちじるしい都市化や退耕還林

の展開、広大な禿げ山や草地の改変などがかなり

すすめられている様子も見ることができたo

このような変化や改変はその比較基準を設定す

るのはむつかしいが、その一つに東亜同文書院生

が行った中国「大旅行J 記録が存在しないかを確

認した。その結果、 700 コースのうち、 1 コース

だけが蘭州から西寧、そして青海湖までたどりつ

いた記録を見出した。ただし、残念ながら、この

コースを実施した班のメンバーは、青海地域内に

調査研究テーマを設定していなかったため、詳細

な調査報告書と日誌の記録はみられない。わずか

に毎期作成したダイジェスト版の記録の中の一部

に日誌風の記録が存在するにすぎない。

しかし、それは当時を記録した貴重な内容であ

り、今日の青海省の原点とみなすこともできる。

そこで、この小論では当時の青海地域についての

ごく一部の記録ではあるが、それをベースにしな

認定雰：ii~記念センター長藤田佳久

がら当時の青海地域の地域像を描いてみることを

目的としたo

2. 青海省の概要

今日の青海省は中国の西部、西蔵（チベット）

高原が東北部へ延び、る一角と、その西北部に乾燥

した盆地であるツァイダム盆地からなる（図 1 ）。

全体としては大陸内陸部にあってしかもチベット

高原の延長上にある。高原の標高は 2.600 m 以上

であり、その東部に中国では最大の湖である青海

湖がある。名称そのままに同湖は晴天の日には青

色に輝き、チベット人の神の居る神聖なる湖とし

て信仰の対象にもなってきた。今日の「青海省J

という名称はこの湖沼名を代表したものである。

今日の省面積は 72 万km2 で、ほほ日本の面積の

2 倍、しかし、人口は約 540 万人で愛知県の人口

よりも少ない。標高が高いため、農耕地は省都西

寧を流れる西寧川とそこに注ぐ支流域、および黄

図 1 青海省の位置図
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河の省内での下流域に限定されている。西寧川流

域は細長い同河谷底と支流域の山間地域が中心で

あり、黄河流域は貴徳周辺の氾濫原を中心とした

農地利用がみられる。

それ以外はツァイダム盆地を除けばほとんど高

原と山地であり、森林植生も乏しく草地の植生が

卓越し、農耕は困難で牧畜空間として利用され、

遊牧民の世界が形成されてきた。

青海省の南半部はさらに標高が高くなり、 4,000

m以上のチベット高原の一部となり、チベット

自治区との境界線付近には 5,000 m以上、さらに

6,000 m以上の山々が速なる。この高原は黄河や

長江、メコン川の大河川の源流地帯にもなってい

る。

省の北部はツァイダム盆地があり、乾燥地帯と

なっていて周囲の山地から流下してきた河川が盆

地内で消失するワジとなっている。その東側は祁

連山脈が西北から東南に連なり、その東側の甘粛

省の河西回廊との境界をなしている。標高も高く、

書院生逮は 9 月であるのに山のいただきに雪が輝

くのを見ている。祁連山脈も 5000 m以上の山地

が多く、氷河も発達している。

上述したように祁連山脈の東側は河西回廊であ

り、青海の東部はチベット族のほか、モンゴル族

や回族、そして漢族が移住をくりかえし、歴史的

にも民族の興亡がみられた。古くは唐の時代、日

月峠を西側のチベット族と東側の唐との境界にし

たが、ずっとのちの 18 世紀、消の薙正帝がチベッ

ト族内の対立のスキを突いてこの一帯へ入り込

み、チベット族と蒙古族の集団を支配し、「青海J

とした。その支配は清朝末期から西寧の馬氏に委

ねられるが、国民政府が誕生すると「青海」を「青

海省」とし、省域も甘粛へ少し拡大し、今日に至っ

ている。

書院生はそんな「青海省J 誕生直前に「青海」

へ入っており、本文で示すような貴重な経験をし

ている。

なお、今日の青海省は西部大開発によって投資
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が西寧を中心に行われ、さまざまな地域で変化が

進行中である。

3. 「青海J への大旅行

( 1 ）東亜同文書院生の「大旅行」

東亜同文書院生による「大旅行」は 5 期生に

よる 1907 年から 43 期生による 1943 年まで、 20

世紀の前半期にほぼ 700 コースが実施された (1）。

その旅行範囲は中国を中心に満州、さらに東南ア

ジアに及んだ。実施学年は最終学年で、専門学校

であった当初は 3 年生であったが、高等専門学校

へ昇格すると 4 年生となり、（旧制）大学へ昇格

すると各ゼミ単位で行われた。大学昇格にともな

い高等専門学校の継承も行う目的で専門部も設け

られ、専門部の書院生は従来型の「大旅行」をめ

ざした。しかし、日中戦争が長期化する中で、次

第にかつてのような自由なコース設定はできなく

なっていった。

「大旅行J は毎年、 10 ～ 20 班が書院生の自由

な意志で組織され、柔道部など体力のあるグルー

プは健脚のより奥地をめざしたりした。各班は 2

名から 5 ～ 6 名単位が多く、 5 月出発の 8 月末か

ら 9 月に帰校する徒歩中心の 3 ～ 4 カ月の旅行期

間が多かった。円熟した 1920 年代には 5 ～ 6 カ

月の長期旅行期間も珍しくなく、出発時の夏の上

下衣が秋にまで旅が続くとボロボロになったり、

中・晩秋の寒さに震えながら帰校したケースも多

し、。

各班員はそれぞれ各自で調査テーマを設定し、

その調査報告書が卒業論文になり、それらのデー

タをベースに『支那省別全誌、全 18 巻J (2）や『新

修支那省別全誌J (3) （全 18 巻の刊行予定が戦争終

結により 9 巻で中断）が刊行された。また、途中

から日誌も付加されるようになり、生々しい当時

の地域情報や旅行の知恵を記録し、後輩にも伝え

た。

そして、各学年とも大旅行の調査報告書や日誌

の整理をした上で、旅行の面白さを伝えるため、
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各班からのダイジェストを編集し、各班・各コー

スのダイジェスト集といえる大旅行・踏査記を各

学年の想いをタイトルに付して印刷出版した。各

班・各コースでの旅行体験の中の貴重な、珍しい、

あるいは印象深い体験や観察が綴られ、ある班は

実証的に、ある班は論理的に、ある班は哲学的に、

と表現はかなり自由に委ねられた。また、各班が

1 台ずつ手にしたライカのカメラで振影した風景

やスナップの写真が何葉か班毎に収録され、大旅

行のふんいきを伝えようともしている。そして巻

頭には東亜同文会理事長や理事、それに孫文や曹

鏡、繁元洪ほか、当時の中国名士の揮事が掲載さ

れ、大旅行の性格と成果の一端も示されているo

(2）「青海J をのぞいた書院生

そのような 700 コースの中で、青海省までj即を

伸ばしたのはたった 1 班だけであった（4）。それ

も蘭ナ｜・｜から背海湖まで現地で寄り道をするように

コースを延ばしたことによる。

1907 年から始まった「大旅行」はかなり広範

囲に及んだが、新麗や西蔵の中心まで出かけた例

はない。これはその地域が沙漠や山岳地帯のため、

徒歩を中心とした旅行自体が書院生だけでは物理

的に困難であったことによる。

もっとも 2 期生 5 人は 1905 ～ 1906 年の 2 年

間、西域の西端のロシア国境から外モンゴルまで

文字通りの大旅行を行っており、日本人初の西域

調査を行っているが、これは制度化される「大旅

行」前の特別なケースであった。しかし、その成

功が制度としての「大旅行j を生んだという連続

性はある。また、 25 期生の 1 班は旅の途中でコー

スの変更を余儀なくされ、西蔵へキャラバンに加

わって出かける寸前まで、いったケースもあった。

西蔵については、その入口にまで達したコース

をとった班がいくつかあった。2008年 5 月に中国・

四川の奥地で発生した「四川大地震J はまだ記憶

に生々しいが、その震源地である紋川や松藩には

いくつかの班が入札雪山まで登ったりしている。

ここは四川省内ではあるが、西蔵の山系の東方に

延びた一部にあたり、人種的にも文化的にも従来

は西蔵文化圏であった。いくつかの班は西蔵文化

圏に入札西蔵文化に触れている。

青海も西蔵文化圏であり、西蔵高原が東北部へ

延びたその高原上にある。青海湖は西蔵人の神聖

地であり、そこに棲む健魚は西蔵人の神聖魚であ

る。標高は 2,600 m 以上の山地からなり、いわば

天空の別世界を形成してきたといえる。したがっ

て、紋川や松藩も山岳へ登らねばならなかった

が、青海へのコースも紋｝｜｜や松藩へ行くよりもさ

らに遠く、山岳への厳しい旅行をしなくてはなら

なかった。徒歩が中心であった「大旅行」では 3

～ 4 カ月の期間で青海まで脚を延ばすこと自体が

困難であった。

では、そのような状況下にあってどのような班

が青海まで出かけたのであろうか。

それは第 19期生のうちの 1 班が大正 12年 (1921

年）に行った「大旅行」である。班の名前は「蹴

綬羊豚羊毛皮調査班J。班員は富田清裁、和田平市、

小竹文夫、高橋治助、清水久蔵、久米幸延、大江

肢の 6 名（写真 1 ）。班員数は平均よりもやや多い。

うち小竹文夫はのちに書院の教授となり、馬場鍬

太郎のあとを継いで日中戦争期に「大旅行J 指導

室を支えている。専門は東洋史・中国史で、「大

旅行」ダイジ‘ェスト版に寄せた序文は、前任者で
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〔写真 1 〕第 19 期生の f青海行j メンバー。
このうち 4 人が青海へ。

（東直同文書院 f虎穴龍鎮j より作成）
（治）橋高米久江大（久）水清 （右読み）
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ある地理学者馬場鍬太郎の客観性をベースにした

ふんいきを変え、情緒的になっている。その背後

にはこの「大旅行」で半年間も足跡を残した自信

が後輩達を鼓舞する形になったものとも思われる。

そのコースは図 2 に示すように文字通り「大旅

行」であった。すなわち、上海を出発したあと、

ヒ＝＝＝＝＝＝ゴ

図 2 第 19 期生のうち青海行きコース図

漢口まで長江をさか上り、そこから北上し黄河流

域の鄭州へ陸行、黄河をさか上り、途中から支流

の謂水沿いに西進し、西安へ。そしてさらに西進

して平涼、再び黄河の中流の蘭州へo そしてそこ

から青海地域の入口にあたる西寧へ入札さらに

西進し、日月山を越えて青海湖畔までたどりつい

ている。上海出発は 6 月 26 日とやや遅いが、青

海湖畔到着は 9 月 20 日で出発から 3 カ月も要し

ている。そして帰路に魯沙爾（タール寺）へ寄り、

西寧から蘭州へ戻っている。そして蘭州から黄河

の流れとともに下り、中衛、寧夏、さらに黄河が

三川に分流するいわゆる「ユートピア三導河」を

訪ね、ここでこの一帯の開発にかかわった宣教師

による開拓史をきき取るという貴重な記録を残し

ている。そして包頭、さらに帰化城まで下ったあ

と、一部班員は黄河と別れて山西省へ南下し大同

を訪ね、雲崩の石仏群を見物し、他の班員は張家

口へ出ている。大同訪問は 11 月 6 日、折しも吹

雪で 3 すの積雪量であったと記しているo 夏姿の

一行には寒さがこたえたに違いない。そして揃っ
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て北京へ。しばらく北京に滞在したあと天津、さ

らに済南から青島へ巡り、船で上海へ戻っている。

上海着は 11 月 24 日、出発から 152 日目の文字通

り「大旅行J であり、途中病人も出たが、 6 人の

班員がすべて無事の「帰院J であった。

当初の予定は蘭州もしくは西寧までが西端の訪

問地であり、そこで羊毛調査を行ったあと、そこ

から黄河を下るコースであった。

蘭州では同宿した甘粛第 2 班の 2 人と 4 人の日

本人および 1 人の中国人が加わり、日本人会を聞

いて徹夜で語り明かしたことがあった。その中に

蘭州で歯科医を開業中の前田氏がいて、日本人で

青海湖を見たのはまだ前田氏 1 人だけだという情

報に接し、青海へ「急に行きたい気がしたc 殊に

日本人で青海に足跡を印した者は只蘭州に居られ

る前田氏 1 人なのを思うと私等の胸は高鳴った」（5)

と記している。

こうした現地での思わぬ情報もあって 9 月 9

日、蘭州を出発。再び蘭州へ戻るまでに 20 日間

を予定している。ただし、体調をくずした小竹と

清水を蘭州へ残し、 4 人で出発している。小竹文

夫は青海までは行っていないことになる。

蘭州からは 400 華里の距離をすすみ、西寧に 9

月 14 日到着。ここで甘粛鎮守使兼蒙蕃宣慰使の

馬駿将軍を訪ねている。馬駿将軍は甘粛の回教徒

5 大統領のうち最も「剰惇な 1 人」（6）として知

られていたと記している。背丈は 6 尺余りの大男、

偉丈夫であったとする。そしてこの馬験将軍もま

た、自分も青海へ「秋の巡狩J (7）に行くから一

緒に行くようにと青海行きをすすめたことも、そ

の次の引きがねになったことがうかがわれる。「私

達は此の話に更に胸を躍らしたo 「青海行かざる

べからずJ。皆んなの胸に斯り響いたJ (8）とその

うれしさや嬉びを記している。

「秋の巡狩」というのは、「年 2 回、蒙蕃宣慰使

の職務上、青海を巡って諸酋長を会し、礼を受け

るのである」（9）と説明している。したがって、一

行 5 人にとっては幸運な誘いであったといえる。
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こうして、しっかりした案内人をつけてもらう いた。そして、西寧、さらに奥地の丹喝爾までが

ことができ、馬に乗って青海湖へ出かけることに 甘粛省の省域に含まれていた（図 3 ）。それより

なったのである。 奥の日月山を含む南北に連なる日月山系が甘粛省

と青海省の境界であった。前述の馬蝶将軍は当時、

(3）「青海省」域をめぐって 甘粛省の西寧にあって、「秋の巡狩J のように時

ところで、彼らの記録文中には「青海J という に青海省を巡り、各部族の酋長に会い、青海地域

用語がよく使われているが、「青海省」とは表現 の統治を行っていたのである。

していない。西寧は今日で、青海省の省都であり、

今日的には「青海」といえばこの西寧は「青海」

を示すことになるが、当時のこの班の記録では西

寧は西寧であり、そこには青海省と関係づける表

現はみられない。したがって、書院生の感覚から

すれば、「青海J は西寧よりもっと奥の、山々を

越えたその奥にある「青海湖J とそれ以遠の地域

を指していたように読める。「青海湖」は中国内

陸部にある最大の湖で、晴天下に文字通りコバル

ト色に輝く水面は人々に神聖な場所という思いを

抱かせる。前述したように西蔵の人々の聖なる湖

であり、「青海湖j は「青海」という地域呼称をも

たらし、「青海」のシンボルであったo それゆえに、

「青海」は「青海湖」をあらわす表現でもあった。

湖ではあるが、その広さからみれば「海」と表現

されるほどでもあったといえる。

書院生が西寧の地名には「青海」という関連

認識をもたなかったということは、当時、中国人

一般も「青海J の場所的認識がそのようであった

ことを思わせる。これは当時、西寧は甘粛省に属

しており、青海は西寧の西方にあって南北に速な

る分水嶺の日月山系の山地が境であったことによ

る。そしてその境以西はまさに大清帝国も認めた

西蔵であったのである。

この点については、青海と甘粛省との領域の変

化から説明できる。

第 19 期生が「大旅行J を行った大正 12 年（1921)

の民国期に「青海」は存在し、認識されていたも

のの、清朝以来の省の自立性の弱いレベルに対応

した位置づけから、甘繍省の一種の預り地的存在

の特別自治区とされ、甘辺寧海鎮守使区とされて

図 3 「青海省j 設置前の甘粛省との境界
（『支那省別全誌j より）

したがって、第四期生の一行にとって、蘭州

から出かけた西寧も、そしてさらに丹喝爾までも

甘粛省であり、青海はその先の日月峠以遠のはる

かに遠い土地であった。そこはまた、一行が記録

するように「蕃地j であり、「蕃人j が住む所と

いう省自体の自治管理のできない世界として認識

されていたことがわかる。

その甘粛省と青海の境界線が変化したのは、国

民政府の政権が確立した時である。中国では王朝

が替わる時に、地名や省域、県域などが再編成さ

れるケースは多い。

国民政府は民国 16 年（1928）、首都を南京へ移

すとともに省城の変更、特別行政区の廃止と改省、

旧道制の廃止、市制の新設など大幅な変更を実施

した。翌 17 年には京兆特別行政区を廃止して新

設の河北省へ編入、また熱河、緩遠、察恰爾の特

別行政区を省へ、川辺特別行政区を西康省、甘辺

寧夏護軍使区を寧夏省とし、そして馬験将軍が代

表になっていた甘辺寧海鎮守使区が「青海省」に

改省し、あわせてそれまで甘粛省内であった旧西

寧道の 8 県も青海省へ移した (lo）。なお、甘粛省
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からは寧夏省も独立したため、広大な省域を有し

ていた甘粛省はやや縮小している。

こうして、民国 17 年以来、「青海省J が独立し、

青海省はそれ以前の「青海j の甘粛省との境界で

あった日月山系がさらに東進して、西寧の谷とそ

の南方一帯をとり込むことになった（図 4 ）。そ

れはいうまでもないが、第 19 期生の一行が青海

入りしたのちのことであった。

省

＼デ下i －·ー省境 J j 

！前§鉱産資制／
：ご－1._:,. --··-··-·r·1· 省

図 4 「青海省」設置後の甘粛省との境界
er新修支郡省別全誌j より）

o 200km 

ヒ＝＝＝＝＝＝＝＝当

4. 書院生が記録した青海の地域像

(1 ）「青海」行きコース

では、西寧からどのようなコースで青海湖へ向

かったのであろうか。

前掲図 2 は彼らのコース記録を地図上に示した

ものである。彼らは上海から出発して上海へ戻る

コースを地図上に描いているが、それはきわめて

ラフスケッチであり、とりわけ西寧から青海湖へ

のコースは、コースを示す点線が両者の聞をわず

かに結んでいるだけしか示されていなし、。

図 5 に示したコースは、西寧を 9 月 17 日に出

発したあと西寧川沿いにさか上り、札麻隆からの

渓谷を上り切ったところにある丹喝爾へたどりつ

いている。ここは文字通り青海への入口にあたる

町であり、戦後は西寧に中心地を替えられるが、

当時は青海地域の中心地でもあった。

この丹喝爾から方向を変えて山岳地帯へ入り込

み、さらに西寧川の源流一帯が日月峠で、ここを

過ぎると景観は一変し、一大草原の高原地帯へと

入る。日月峠を越えると道はなくなり、秋の季節、

背丈ほど伸びた草原を下り、途中で案内人ともは

ぐれ、海神廟で一夜を過ごすことになった。翌日

には案内人とも出会い、正面に見える青海湖へ一

気に直進し、 9 月 20 日に青海湖畔にたどりつい

ている。そして再び往路を戻り、丹喝爾を過ぎ札

麻隆で渓谷から抜け出したあと東南方へ道なき道

図 5 第 19 期生の「青海行j コースの西寧からのコース図（同コース記録から作成）
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をたどり魯沙爾でタール寺を訪れている。魯沙爾

はラマ教の代表的聖地であり、ぜひ立ち寄りたい

場所であったと思われる。そして南川沿いの道を

西寧に戻っているo 9 月 23 日のことである。そ

してさらに 9 月 27 日に蘭州へ到着し、数日後黄

河を下る旅に出発している。

以下、青海湖へ至るコースでの観察事項をみて

みる。

(2）西寧

西寧は今日では青海省の省都であるが、前述

したように当時はそうではなかった。しかし、青

海地方への入口であり出口として重要な位置にあ

り、それが国民政府により青海省の省都になった

といえる。しかし、『支那省別全誌j には西寧の

町は独立時に取り上げていない。恐らく情報がな

かったことと、それほど注目される町ではなかっ

たということであろう。

一行は 9 月 16 日に西寧に到着。すでに連山に

は雪がみられ、晩秋の寒風が吹く季節になってい

た。当時、西寧の城壁はきわめて大きかったこと、

また師範学校が 2 つもあり、その 1 つは省立であ

るが、もう 1 つは地元将軍である馬駿の経営する

学校だとしている。この馬駿は旅館も経営してい

ることも一行は入城のさいに気がついており、馬

駿将軍がこの地域でかなり力を有していることを

うかがわせる。書院生達は多くの場合、将軍に会

見を申し込み、会談し、搬老をもらったりしてい

る。この一行も同将軍に会うために訪れているが

将軍が病気だということで会うことはできなかっ

た。しかし、のちに将軍に世話になることになる。

西寧には福音堂があったことも記録している。

奥地へ入った書院生逮は訪ねた各地の町に教会が

あると、福音堂であれ、天主堂であれ、訪問して

宣教師に会い、地域とのつながりや地域活動の様

子などをきき取っているo そして多くの場合、欧

米、とくにヨーロッパの宣教師がこのような奥地

へ入り込み、布教を目的としながらも、地域の住

東亜同文書院生が記録した 90 年前の中国・青海の地域像

民を教育し、あるいは医療活動に従事しているこ

とに驚き敬服して記録している。

西寧にある福音堂にも一行は訪問し、リドレイ

氏（イギリス人）とハリス氏の 2 人に会っている。

リドレイ宣教師は 59 歳で、西寧にはすでに 28 年

間滞在していること、当初、地元民は回教徒と

ラマ教徒で迷信深く、頑固で、 10 年間献身的な

努力をしたにもかかわらず信者は皆無で、あったこ

と、それが 11 年目に 1 人入信を得たが、それで

もなかなか信者はふえず苦労したこと、そしてよ

うやく信者数が 170 人余に達したこと、など布教

のむつかしさとそれへの努力のパワーを実感して

いる ω。そして、このリドレイ氏から青海の話

も聞き、一行の青海行きをすすめられ、それが

一行を青海行きに駆り立てた一つの要因にもなっ

た。

なお、一行は青海湖から戻ったあと蘭州から黄

河を下り、いわゆるユートピア三角州といわれる

ようになった三導河を訪ねている。そこでも宣教

師に会い、実にその宣教師がそれまで未開拓の地

であった三導河の開拓を自らの手ですすめ、やが

て地元へ入植する農民もふえ、見事に耕作地へ変

わって、まさに「ユートピア」になった経過を知っ

て、その宣教師に敬意を表している。これも中国

近代史の中で、個別的には中国辺境の開拓史のー

っとして宣教師が果した役割を記録した重要な記

録になるように思われる。

西寧の宣教師も中国奥地の一片の田舎町では

あったが、そこに近代化のための貴重な最初の一

滴を与えたことは一行の記録からも読み取ること

が出来、それによる町の近代化の動きが、戦後の

西寧を省都へ昇格させたという仮説も検討したく

なるほどである。

教会の帰路、病気で会えなかった馬牒将軍に会

い、「秋の巡狩J に青海へ行くので一緒に行くこ

とを誘われ、青海行が具体化することになった。

そして案内人と馬が提供され西寧から出発でき

た。秋晴れの心地よい日であったと記録している。
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(3）西寧川流域

コースは西寧の町を流下する川である西寧川を

さかのぼる。次第に川の水が澄んで、きて、それま

で見てきた褐色の川の水の色とは一変した様子に

驚いている。渓谷への入口の村である札麻隆を過

ぎると、渓谷美ときれいな川の水、そして白検の

並木がつづき、日本の景色を思い起こすとしてい

る。辺境の地でありながら、その当時、道路沿い

に並木が配されていたことに、中国の古くからの

道の管理方法がうかがし＝知れる。

(4）丹喝爾（のち改称、で娃源県）

丹喝爾は青海に最も近い甘粛省西辺境域の中心

地であった。この町で一行は青海行のために必要

な天幕、鍋、毛布、その他の用具を購入したほか、

7 日分の食糧として鎮々や麺を求め、さらにロウ

ソクも求めている。この町にはそれらを購入出来

る商店が揃っていたことを示している。県知事へ

も挨拶に出かけるのは通例になっており、その折、

県知事からも必要な用具を借りたと記している。

全体として丹喝爾の町全体に関する記述はほと

んどみられない。往路、復路とも丹喝爾では滞在

時間が短く、宿泊地として利用したにすぎなかっ

たためでもあろう。

(5）日月峠への道

丹喝爾からは西方へつづく西寧川を離れ、南方

から流入する支流沿いをさかのぼり、上流の沙投

庫図をめざしている。沙投庫図は青海域で、支流

の谷は深く、急峻な谷をたどっている。沙投庫図

は小さな寒村で、住民の風俗は漢民族とあまり変

わらないので、青海のふんいきが味わえず一行は

気落ちしたと記している。

翌朝は雪で粉雪が舞う天気の中をさらに西進

する。近くに日月山、 1 万 2 千尺の高峰が目の前

にそびえ、その尾根筋に向かつてさか上ると日月

峠になる（写真 2 ）。この峠を境にして西方と東

方は地形およびそれにともなう景観も大きく異な
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〔写真 2 〕今日の日月峠の山系（2008 年 8 月撮影）

る o 東方はこれまでの渓谷、西方は高原で草原地

帯へ一変する。その境界峠の頂上には 5 ～ 6 尺の

高さの石が 2 つあり、その表面には太陽と三日月

の形が刻まれていて、それでこの峠が日月峠と称

されると記しているo

一行は急に晴れたその先に日月峠に西の大草原

を見ることが出来、これぞ「青海」だとする思い

を強くし、沙投庫図での気落ちした気持ちが吹き

とんでいる。高原地形のため、ところどころに湖

沼が銀色に光っているのを見ている。また、 トカ

ゲのような薄気味悪い動物がハゲ土の上で腹ばい

になって、馬が近づくと穴の中に逃げ込んで頭を

出している光景も見ている。これは実際は大きな

ネズミで、現地には今も沢山の巣穴を現在も見る

ことが出来るが、いずれにせよ観察の目は行き届

き、確実であったことがうかがわれる。

「実に日月山を境として束と西とは、その風俗

に於て、四辺の景物に於て、全く別天地をなして

いるのである (12) J ほど青海と甘粛省とは表情が

はっきりと異なっていたのである。

(6）青海ヘ入る

そしていよいよ青海入りとなった。馬に乗って

峠を下り始めるが、草は馬と人を埋め込む高さで、

先行する案内人を見失うほどだと記しているo 日

月峠以西の高原における草がいかに豊かであった

かがわかる。これは今日の現地の草原に比べると



大違いである。今日の草原は背丈は低く、人の

姿が見えなくなるほどでもなく、密度も低い（写

真 3 ）。西部開発と商品化の波の中、家畜の増加

が草の豊かさを消滅させたのではないかと思われ

るo その点で当時の草原の状況記録は貴重であり、

重要だということができる。

〔写真 3 〕今日の日月峠を越えた大草原（2008 年 8 月撮影）

それでも当時、一行はそんな草原での 5 ～

6 0 0 頭の羊の群れやヤクの群れにも出会ってお

り（写真 4 ）、これらの豊かな大草原が家畜の放

牧地として利用されていたことを示している。そ

れでもなお豊かな大草原が温存されていたことに

今日とは異なるシステムの存在をうかがわせる。

〔写真 4 〕書院生が出会ったヤクの群れ
（『虎穴龍領j より）

ところで、草原で出会ったのは、羊やヤクだけ

ではなかった。全く現地人と同じ服装をし、顔を

黒くしている羊毛の買出人の 2 人で、丹喝爾から

入ってきたと記録している。いずれも現地人の服

装をしており、そうしないと現地人から危害を加

えられやすいからだと聞かされているo とくに青

東亜同文書院生が記録した 90 年前の中国－青海の地域像

海湖周辺の牧民の性格は荒く、旅人を平気で襲う

と記した旅行記を読んだことがあり、現実感あふ

れる出会いだと思われる。

彼らとの会話を通じて、青海には貨幣がないこ

と、そのため商取引はすべて物々交換方式であり、

茶や布、麺などと羊毛を交換すること、金銀は沢

山あるが、それらはすべて装飾品に利用されてい

ること、などの情報を得ている。そして商人達が

物々交換用の茶（官茶）を馬に積んでいるのを観

察している。

そして丘陵の除に 3 ～ 4 張りの低い黒色で多角

形の天幕を見出している。その天幕からは煙がた

なびき、生活のニオイを感じている。そして、天

幕の家に近づくと「蕃子狗J と称する青海産の野

犬が躍り出て肌えるのに驚嘆している。蒙古犬以

上の狩猛さで、草原を旅する人と馬がしばしばこ

の野犬に襲われると記している。そして天幕生活

と天幕の住民をみて、「彼らは今も、原始の世界

に水草を追ふて昔ながらの天幕生活を営んでゐる

のであった」、「総てが太古其健だJ などとその光

景をまとめている。

また、さらに下ったところで羊の群れを追う現

地の老人にも会っている。その風貌は、髪は無造

作に耳のあたりから後ろに巻きつけ、やはり黒い

顔にバターをつけているため、顔が光っているo

また、首から糸をつるし、その先に銀の小箱をノ

ドにつり下げ、その中に仏像を入れている。そし

て手には珠子をつけ、ラマ教徒特有のスタイルだ

としている。

しかし、丘の上から青海湖が見え、すぐ近くだ

との錯覚で、急いでEを下ったために案内人を見

失ってしまう。日は暮れ、祁連山から吹きおろす

寒風にふるえ「蕃子狗」の鳴き声が響く暗闇の中

で「悲壮の涙が頬を伝ふ (13）」と記している。

そして遠くに瞬間的に上った焚火を認め、草原

上をそこへ向かうと、それが昼間土づくりの家に

みえた海神廟で、あった。現地人は居らず漢人の旅

行者と馬駿将軍の部下がおり、「私等は生くる事
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の出来た嬉しさと絶域の旅の寂しさに、とめどな

き涙が落つるのであった (14）」と命が救われた安

堵の気持ちを吐露している。

中国本土の農耕をベースとする比較的慣れやす

い世界とは全く異なった大草原の遊牧世界へまぎ

れ込んだ、書院生が、その異界の中で大いに戸惑っ

た様子をうかがい知ることができる。

(7）青海湖にふれる

翌 9 月 20 日、ょうやく案内人に巡り会え、草

原を湖方向をめざして進むことになった。途中、

天幕に白い旗が立っており、それは酋長の天幕だ

としている。天幕にも色々サインがあることが記

録からわかる。酋長の天幕とはいえ、周辺に他の

天幕が集中しているわけではなく、遊牧社会にお

ける統率者の空間的な存在形態が集村の多い中国

の農村空間の構成とは異なっていることが知られ

る。

また、別の場所で黒い天幕 2 つを記録している。

天幕の問で二人の女らしい人物が髪を結い、 1 人

の女性は黒髪を背中へ垂らし、エピ茶色の長い衣

を左婚に合わせて細帯を締め、それが筒袖を着た

日本の女性のようにみえると記している。また、

背中に貝片の美しい装飾品が 2 列並んでいるのも

見ており、遊牧社会の女性遠の飾りにも遊牧民の

特色が読みとっている。なお、一行の写真には酋

長の家の 2 人の婦人の姿が掲載されており、その

1 人の女性の背中にも員片の 2 列に並んだ装飾品

がみられる（写真 5 ）。天幕の聞には青海犬の蕃

子狗が寝ており、恐らくはこの 2 張りの天幕も一

家族ないしは親族関係のものであろう。このこと

は、遊牧民は 1 張か 2 張の天幕で、遊牧生活を送っ

ており、集団居住をしていないことがそれらの記

録から読みとれる。それは今日のこの一帯にみら

れる遊牧民の天幕の分布とも共通し、長い伝統が

そのような遊牧生活をシステムとして支えてきた

ことをうかがわせる。

丘を下る一行の目に丘の下に青海湖の広がりが
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〔写真 5 〕青海酋長の婦女（『虎穴龍領j より）

みえ、湖の方から強い風が吹き、波が高いとして

いる。好天ではあるが、日中の海風的な風が青海

湖でも生じていたことがわかるo そして、湖面の

北方に褐色のピラミッド形の砂丘を見ている。こ

れは今日もそのまま存在し、複数の砂正からなる

沙漠となっている。これは丘の上からしか観察出

来ないことからすれば、ここでも一行の観察力が

すぐれていたことがわかる。

そして丘の下方部分に沼があり、その沼の付近

には白色化した土壌があり、塩化現象がみられた。

この沼の水を味わうと塩分が含まれていることか

ら、それらが注ぐ青海湖は塩分が含まれているこ

とを推定している。そして実際、青海湖に注ぐア

ルコン河が青海湖と接するところへ到って、つい

に青海湖と湖水の塩からさにふれているo その時

の光景は次の通りであるo

「延々たる青海が眼前に展開して、北岸の砂丘

が少なく波の影に見えかくれする。はるかに海の

彼方に白雲の山が見える。祁連の支脈であろう。

瓢々と海面を吹く風と共に転がり来る青い波は岸



に白く砕ける。放牧された騎舵の群が交る交る来

ては、長い頭をさしのべて水を飲む、馬が勇む。

私等は砕ける飛沫に征衣をj古らして馬に飲かはせ

た。九月二十日だ。雪に震え、飢に泣き、夜から

夜へと街律辛酸した。東海の遊子は限りなき歓喜

に胸を躍らして歌った (JS)j （写真 6 ）。

〔写真 6 〕今日の青海湖、最西端の鳥島から（2008 年 8 月撮影）

(8）魯沙爾の金瓦寺

一行は青海湖を味ったあと、往路を戻り、丹

喝爾から渓谷を出て札麻隆まで帰ると、そこから

コースを変え、南部の山々と河川が織りなす山地

を横断して魯沙爾へ徒歩で、向かっている。本来な

ら西寧へ戻り、南下して向かうコースがわかりや

すいが、それでは直角三角形の直角を挟んだ二辺

の距離になって遠回りになると判断したのであろ

う。しかし、西寧川へ南側から流下する諸支流と

山系を次々と横断することになり、「山また山、

河また河の迷路をたどる（16) j と記している。

この魯沙爾は今では金瓦寺というより塔か寺

（タール寺）として有名である。チベット高原を

めぐる一帯にはラマ教が流布し、チベット人や家

古人がそれを信仰している。その中にいくつかの

拠点になるラマ教の寺院群があり、そのうちの一

つがこのタール寺である。

一行もそれを熟知しており、そこを訪ねたので

ある。しかし、こうして訪ねた魯沙爾は淋しい街

だと記している（17) 0 街の中の河を越え山を登る

と、中腹から裾野にかけて幾十もの洋館のような

東亜同文書院生が記録した 90 年前の中国・青海の地域像

ラマ寺がみえたとする。その中の代表的なラマ寺

が金瓦寺で、銅で葺いた屋根の上に三分ほどの金

を流し、それが太陽の光にあたり見事に輝いてい

るのをみている。

当時、ラマ僧は四千人いたとする。名刺を差出

して本堂を案内してもらい、多くの美しい壁画の

仏画や青磁器を見せてもらっているo ラマ教徒以

外にも堂内の見物ができたことがわかる（写真 7 ）。

一一~影間前混同制忠一ー

〔写真 7 〕今日のタール寺
（右から安仁屋、藤田、宮沢、暁の 4 人。
もう 1 人高木も参加した青海調査 2008 年 8 月）

寺境内で多くの修行者が腹這いになり屈伸して

修行をしている姿も見ており、中には蒙古から十

年もかけて五体投地をしながらやってきたラマ教

徒もいると記している。

本堂の軒下には法輪子という「経文字を羊の皮

で包んだ円筒形のものがならんで吊つである (IS）」。

いわゆるプンプンである。今日では羊皮でカバー

されず、金属の筒である。これを回転させれば経

文を全部読んだことになると記している。他の旅

行記では、罪も消えるとされ、人を殺しでもこの

法輪子を回転させれば許されるので、旅人は彼ら

に会うのを怖れていたと記している例もある。

ところで、一行はここで祭に出会った記録を残

している。

すなわち、魯沙爾の街と寺から離れた河原一面

に灯がともされ、不夜城となり、河岸の上では多

くの飾り立てた男女が唄を歌い、 j酉を飲んで夜を

明かすのだと記している。そして寺の方向から地
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元の少女がきれいな声で唄を歌うと街の方にある

丘からは漢人が唄いかえし、それに対してさらに

地元の少女の中から美声の持ち主が歌い、漢人も

それに呼応して歌うというくりかえしである。河

を挟んだ両方の丘の上からノド自慢を交互にする

祭り光景が生き生きと記録されている。これは一

種の歌垣の風習だと思われる。少数民族地帯には

今日もみられるが、ラマ教の本山的な街でこれが

みられるのは興味深い。しかも、地元のラマ教を

信仰する非漢人と漢人とが交互に唄う様子は一つ

の発展型であろう。河を挟んでチベット系人、蒙

古系人と j英人とが分かれて歌う様は、両者が棲み

分けて居住している様子も伝えてくれて興味深い。

こうして、このあと「乞食の様な態をして西寧

に帰った」とし、西寧ではあらためて馬膜将軍に

会ってお別れの挨拶をして蘭州へ向かつて旅立っ

たと言己している。

5. 青海の遊牧人と馬氏の支配

ところで、記録の中であらためて青海人の生活

をまとめ、また馬験将軍による朝宗の礼について

のまとめが記されている。旅の中での観察を事象

としてまとめた記録で、「幸乃武J 名で記している。

(1 ）青海の住民の生活

一行は青海に住む住民を「青海の蕃人」と記し

ている。「蕃人」は非文明人の意味として使った

ものであるが、一行からみれば、農耕民とは異な

る異界の住民、民族ということになるのだろう。

本来は遊牧民と称すべきである。

この「背海の蕃人（ゆ＞J には、蕃子、紅l悶児、

過路などの種族に分けられるが、ラマ教を中心に

「信仰に強い野蛮人（20）」で、よく言えば「ただ信

じ得る人間（21)」であるとする。「朝夕ラマ教典を

念論しながら水草を追ふて畷野に紡復してゐるの

である（22）」と記している。

遊牧生活をする彼らには当然家屋はなく、長さ

3 問幅で 1 間半くらいの黒い天幕が住居となって

いるo 彼らは家畜とともに移動するのであり、春

350 

夏の 5 ～ 7 月には山へ移動し、 8 月の降雪の季節

に山を降りる。家畜は羊、ヤク、ラクダ。したがっ

て衣類は毛皮で三角形の皮帽子、食材は肉、腰に

三尺余の万、女は髪を後ろに垂らし、背中に貝片

か人骨の飾りをつける。言語はチベット諸に近い

「蕃子語J だとする。

資源としては羊毛が代表で、西寧経由で毎年

1 千万斤が移出、しかしなお 1 千万斤も死蔵され

ているとしている。他に塩、獣皮、金、癖香など

も豊かで、金沙江沿いでは砂金や塊金が埋蔵され

ていると言己している。

(2）朝宗の札

前述したように、青海は当時甘粛省西寧をベー

スとする蒙蕃宣慰使が管理しており、青海省とし

てまでは自立していなかった。青海行きで世話に

なった馬旗将軍はその役であり、折しもこの時期

馬牒将軍の青海行き、つまり「朝宗の礼」のうち「秋

の巡狩」で青海を巡る旅と同じ時期に青海へ出か

けることが出来、幸運で、あったといえる。

青海で一旦別れた馬駿将軍とその軍隊（写真 8)

に会うのはそれほど偶然ともいえない。同将軍の

部下が書院生一行を案内していたからであるo

〔写真 8 〕青海の土人兵（『虎穴龍領j より）

馬駿将軍とその軍隊は幾十という天幕を張り、

夜中まで火を焚いて滞在していた。馬に乗った地

元の「蕃篠j の一隊が駆けてくると「朝宗の礼J

が始まったとしている。一隊の中には赤や青や紫

の美装をした酋長が加わっていて、将軍は彼らか

らの礼を受け、各酋長からこの 1 年間の状況を聞



いて、将軍はそれを北京へ報告するというシステ

ムである。

しかし、馬駿将軍の任務とはいえ、この「朝宗

の礼J が及ぶ範囲は青海の東部の一部地域だけに

すぎないとも記している。

その時、一行が見た光景は次のように記されて

いる。

「……その北に続く砂丘、朝日に燃え立つ、雪

の祁連山、その聞に二千年昔の朝宗の絵巻物が展

開して行く。銅色に焼けた、還しい筋肉の騎士の

腰間に万がキラキラ輝く、朔風に旋旗が繰る、赤

と青と紫の派手な朔北の天地に相応しい服装をし

た首長が、馬鋲将軍の天幕に繰込んで、くる。色槌

せたヘルメットに蓬髪破衣の東海の瀞子がその後

に続く。大男の将軍が厳めしい騎士を従へて天幕

の外へ顔を出す。数多の酋長がー隊、一隊と、交

る交る潜族の若者等に囲まれて、将軍の前に脆座

してー礼する。胡馬がいななく。将軍は私等の服

装を見ていたが、晴れやかな顔に微笑を湛へて、

「体門日本人、一天吃三頓飯、可是三天不吃飯、

東亜同文書院生が記録した 90 年前の中国・青海の地域像

也不要緊、実在是可侃服J と云ふ、書の案内人か

ら前日来の私等の困苦を聞いたのであろう。羊一

頭贈物として呉れた（幻）」。

その記述の中から、一行は「朝宗の礼」を自の

前で見たばかりでなく、その行列にも加わって参

加した様子がわかる。くりかえすが、この朝宗の

礼は、清末以来、西寧の回教徒である馬氏が担い、

青海を管理支配していたその制度と具体的な方法

であった。 1928 年に青海省の独立とともに廃止

されることになるため、一行のこの「朝宗の礼J

との出会いはきわめて貴重であり、当時、西寧の

馬氏がどのような形で青海入りし、青海で各酋長

をどのように管理支配していたかを示すこの記録

自体もきわめて貴重だといえるo

6. 現在の青海省

2008 年 8 月下旬、われわれが訪れた青海では

書院生の青海コースもそのほとんどをトレースし

た形であった。もちろん、それ以外にもっと広く

各地を巡り観察することができた（図 6 ）。

凡 ，．．．．第 19期生のコース

例 ，，..－筆者らのコース

砂漠

0 20km 
ヒ=====I

図 6 第 19 期生の「青海行J コースと筆者らが 2008 年 8 月に巡検したコース（藤田原因）
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書院生の記録と比較すると、大きく変わった点

とあまり変わらない点があることがわかった。

大きく変わった点は、省都になった西寧が高層

ビルの林立する近代都市に変わった点であるo し

かも省人口の20%の人口を西寧川河谷のこの一角

に集積し、他の都市とは全く比較にならない規模

に発展し、いちじるしい中心性を高めていること

である（写真 9 ）。西部開発による資本投下は省内

〔写真 9 〕今日の西寧市街地（2008 年 8 月揖影）

を支配する省都に集中したことを示している。

かつてせいぜい 4 ～ 5 階建てのピルが今や 10 階

や 20 階へと天に伸びたのはこの西部開発による

ものであり、まだ最近のことである。狭い谷に広

がる西寧の町は排気ガスや排煙のため、風のない

日は空気がよどみ、スモッグの町となり、せっか

くの高層ビルも汚れがちである。

それでも高速道路や公園なども比較的合理的に

配置され、地方政府による中央集権的な都市計画

とその実施も読みとれる。

道路整備は郊外へも延び、高速道路、準高速道

路など基幹道路はかなり整備され、自動車が酋寧

を中心に広域のネットワークを形成しつつあるこ

とがわかる（写真 10）。書院生の移行した時に日

月峠以西は道がない遊牧の世界であったが、今日

では舗装された基幹道路が草原・乾燥地帯を貫い

ている。

このような道路整備は、当然商品経済を拡大さ

せ、書院生の旅行時に物々交換経済であったレベ
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〔写真 10〕沙漠の中も買ぬく高速道路（2008.8 損影）

ルが、今日では貨幣経済の波の中へ呑み込まれて

いる。それとあわせて、漢人の流入が顕著で、約

540 万人の省人口のうち 54% (2004 年）を占め、

チベット族の 23%、回族の 16%、蒙古族の 1.8%

を大きくヲ｜き離している。

かつて、チベット人の聖湖であった青海湖は今

も青色の美しい色をたたえている（写真 11）が、

下 ·ryny;.:;;></E' ，，や
,,.• i i・＇ -

相、fつ：：~~~（，；， 刊現〆社1～ナ

〔写真 11 〕青海湖と湖畔（2008.8 撮影）

戦後、全国各地から漢人が青海湖の埠魚の漁獲の

ために移住し、乱獲して地元チベット人の反発を

招いた。また漢人は周辺の乾燥地に入植開拓し、

砂漠化を引き起こしたりしてきた。そして家畜の

増加で、書院生が見た背丈ほどもある草は消失し、

低草化や裸地化もみられるようになった。小さな

i胡が消失した例もいくつかみられる。

今、そのような経済成長にともなう環境の変化

に地方政府である青海省当局も対策に乗り出しつ



つある。青海湖の健魚の保護、遊牧民の放牧地制

限、退緋還草、ハゲ山や草原における草地植生の

回復などがそれだし、西部の一帯の黄河、長江、

メコン川の水源地域の保全も急務だという。

そんな中で、用水の得やすい黄河流域では施設

園芸もみられ、農家所得は増加し、遊牧の草原地

帯では天幕生活もみられる一方、レンガづくりの

新しい家が草原上に散在的に建設され、天幕に代

わりつつある部分もある。また乾燥地では草地保

全のため、生態移民受け入れ用の現代版棟割り長

屋が草原の中にコツ然と出現したりしている異様

な光景も目にしたりする。

同じ青海省になったが、日月峠の東と西では

今日でも基本的には書院生時代と同様に地域差が

あり、そこで地域区分ができる。 9 世紀、唐とチ

ベットの国境がここに設けられ、「唐蕃会盟碑」

が建立設置された理由はよくわかる。自然生態系

はいちじるしい地域差を示すが、道路やラサ行き

鉄道はそれを無視するかのようにそんな地域差を

貫き、かつての馬に代わって自動車が主な交通機

関に変わっている。それが羊毛や地下資源など新

たな開発が日月峠を越えつつあるし、遊牧世界は

今や保護されるべき時代へと入りつつあるといえ

る。

7. おわりに

以上、東亜同文書院生の「大旅行」のうち唯一

の青海行きの旅行記録を中心に、当時の青海の地

域像を浮かび上がらせようとし、あわせて今日の

同コースの比較も行った。

当時は青海は省として独立しておらず、当然で

東亜同文書院生が記録した 90 年前の中国・青海の地域像

はあるが、書院生の記録にも「青海」という名称、

はあるが、「青海省」という名称、は使われていなし＼0

当時の青海は蒙古人やチベット人を中心とした世

界であり、 18 世紀に清朝の薙正帝の支配下に組

み込まれて、家古の部族は盟旗制、チベットの部

族の長には土司職を与えられることで再編成され

たが、いずれも異質の世界で、あった。それは非定

住の遊牧民の世界である点に変わりはなく、農耕

民の漢人世界とは大きく異なっていた。

そこで清朝は清末になると、当時は甘粛省の西

端で青海地域にほぼ隣接する西寧から、いわば青

海地域を遠隔支配をする方法をとり、イスラム教

徒の馬将軍の支配下に置いた。しかもそれは青海

全域にはとても及ばず、青海湖付近までの青海の

東部だけに留まっていた。

そんな状況下で書院生は蘭州の前田氏や西寧の

馬氏に会い、青海入りしたのであるo 書院生は知

事に会うのを慣例としており、支配者の馬駿将軍

にはほぼ順当に会うことが出来た。そして「朝宗

の礼J を行うための「秋の巡狩」に同行できたの

は奇鎖的な体験であったといえる。

西寧からはすでに降雪と厳寒で晩秋の気配が強

い厳しい山道を登り、日月峠を越えた途端に全く

異なる大草原に分け入り、道なき道を青海湖をめ

ざすという青海の異質性、地域差を体感している。

美しい青海湖に感激し、それが塩湖であることも

確認している。

全行程 180 日余のうち、 10 日にも満たない青

海行きであったが、「青海省J になる前の青海の

原形を体験できた点では、きわめて重要であり、

貴重な記録であるということができる。
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〔注〕
(1）藤田佳久 (1989）「東亜同文書院学生の中国調査旅行コースについてJ、愛知大学国際問題研究所紀要、第 90 号

(2）東亜同文会 (19 ～ 19 ）『支部省別全誌j 全 18 巻、同会刊

(3）東亜同文会支那省別全誌刊行会 (1943 ～ 1946) r新修支那省別全誌J （全 18 巻のうち 9 巻まで）、同会刊

(4）東亜同文書院第 19 期生・臨綬羊豚羊毛皮調査班 (1922）「青海行j、 f虎穴龍額j、東亜同文書院刊、 p. p. 1 ～ 64、所収。

ただし、「大旅行」直前の 2期生 5 人で行なわれた西域調査では、そのうち波多野義作はその途中で西寧まで立ち寄っている。

(5）前掲（4) P .21 

(6）前掲（4) P .22 

(7）前掲（4) P .22 

(8）前掲（4) P .22 

(9）前掲（4) P .22 

(IO）東亜同文会＜1943) r新修支那省別全誌・甘粛省j P .99 

(11）前掲（4) P .21 、 P .59 

(12）前掲（4) P .24 

(13）前掲（4) P .28 

(14）前掲（4) P .28 

(15）前掲（4) P .33 

(16）前掲（4) P .60 

(17）前掲（4) P .33 

(18）前掲（4) P .33 

(19）前掲（4) P .31 

(20）前掲（4) P .31 

(21）前掲（4) P .31 

(22）前掲（4) P .31 

(23）前掲（4) P .32 ~ 33 
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